
満
州
国
の
学
校
で
学
ん
だ
人
々

私
の
出
会
っ
た
中
国
朝
鮮
族

吉
岡

肇

私

の
出

会

っ
た
中

国
朝
鮮

族

の
な

か

に
は
、
満
州

国

の
学
校

教
育

を
受

け
ら
れ

た
か

た

が
た

が

お
ら

れ

る
。

こ
こ
に
ご

紹
介

す

る
金

天

一
先

生
、

高
永

一
先
生

、
張

承
換

先
生

は

い

ず
れ
も
満

州

国

の
学
校

で
学
ば

れ

、
大

学
、
専

門
学

校
、

小
学

校

で
教
育

に
従
事

さ

れ
た
経

験

の
あ

る

か
た

が

た

で
あ
る
。

本
稿

は
私

が
直

接

お
会

い
し

て
伺

っ
た
話

と

い
た
だ

い
た
資

料

な
ど

を

基

に
し

て
記

し

た
も

の
で
あ

り
、

一
部

に

は
誤
認

が
あ

る
か

も
し

れ
な

い

が
、
何

か

の
ご
参

考

に
な

れ
ば

幸

い
で
あ

る
。

金
天

死

生

初
対
面
の
と
き
(　
10
0
四
年
)
七

[
歳

　
ロ

　

吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
図
椚
市
の
朴
京
玉
さ
ん
か
ら
、

「黒
龍
江
省
鶏
西
市
に
は
、
大
き
な
日
本
語
学
校
が
あ
る
か
ら
行

っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
学
校
は
以
前
勤
め
て
い
た
学
校
だ
か
ら
、
校
長
先
生

と
は
知
り
合
い
で
す
」

と
お
誘
い
を
受
け
た
の
は
二
〇
〇
四
年
八
月
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
朴
さ

ん
の
接
待
で
図
個
に
滞
在
し
て
い
た
私
は
、
鶏
西
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
全

く

知

ら
な
か

っ
た

の
で
、

「
こ
こ
か

ら
遠

い
で
し

ょ
?

何

日

か

か
り
ま

す
か

」

と

尋
ね

る
と

、

「
一
日

で
す

よ
。

朝

、
図

椚

か

ら
急

行

列
車

に
乗

る
と
、

昼

ご

ろ
牡

丹

江

に
到
着

し

ま
す

。
昼

ご
飯

を
済

ま

せ

る

こ
ろ
に
は
学

校

の
車

が
迎

え
に

来

ま
す

か
ら

、

そ
れ

に
乗

る
と

三
時
間

で
鶏
西

に
着

き
ま
す

。
夕

方

に
は

着

き
ま

す
か

ら
、

ぜ

ひ
行
き

ま

し

ょ
う
」

「
そ
れ

に
、
校

長

先

生

は
七

〇
歳

を
超

え

て
お
ら

れ

る

の
で
、
何

か
昔

の
話

が
聞
け

る

か
も

し
れ

な

い
で
す

よ
」

と
促

さ
れ

た
。

ハ　
　

九

月
初

め

の
朝

七
時

過
ぎ

、

二
人

で
図

佳
線

(図
個
-

佳

木
斯

)

の
急

行

列
車

に
乗

り
牡

丹
江

へ
向

か

っ
た
。

途

中
、

そ

の
昔

、
渤

海

国

の
上

京

龍

泉
府

が
あ

っ
た

「東

京
城

」

駅
を
通

過

す

る

こ
ろ
、
六

〇
代
半

ば

の
小

柄

な

男
性

が
乗

っ
て
き
た
。

向

か

い

の
席

に
座

り
、

し
ば

ら
く

す

る
と
、

た
ど

た
ど

し

い
日
本
語

で
話

し

か
け

て
き
た

。
朴

さ
ん

の
通
訳

を
通

し

て

わ
か

っ
た

こ
と

は
大
体

次

の
よ

う
な

こ
と

で
あ

っ
た
。

私

は
朝

鮮
族

で
、

満州国の学校で学んだ人々
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ムる
　

る
。

学
校

は
延

辺

の
和
龍

に
あ

っ
た
が
、
今

は
ど

う
な

っ
て

い
る
か

わ

か
ら

な

い
。

ふ

た

り

の
話

を

聞

い

て
懐

か

し

か

っ
た

の

で
日

本

語

が
話

し

た
く

な

っ
た
。

日
本

人

と
話

す

の
は
五
〇

年

ぶ
り

だ
。

私

も
牡

丹
江

へ
行

く

の
だ

が
、
牡

丹
江

は

日
本
人

が
造

っ
た
町

だ
。

平

和

に
な

っ
て
良

い
老

後

が
来

て
嬉

し

い
。

今

日

は
孫

の
顔

を
見

に

行

く

と

こ
ろ

で
あ

る
。

一
時
間
ほ
ど
同
乗
し
て
牡
丹
江
駅
に
着
く
と
、
か
わ
い
い
女
の
子
を
連

れ
た
娘
さ
ん
が
出
迎
え
に
来
て
い
た
。
私
た
ち
は
駅
前
の
食
堂

へ
急
い

だ
。
食
事

が
終
わ
る
こ
ろ
校
長
先
生
の
ご
長
男
が
迎
え
に
来
ら
れ
た
。

ム
ら
　

翌

日

、
金

天

一
先
生

を

訪

ね
た
。

学
校

は
天
立

外

国
語
学

院

と
称

し
、

学
生

寮

を
併

設

し
た
五

階

建

て

の

コ
ン
ク
リ
ー

ト
造

り

の
大

き

な
校
舎

で

あ

っ
た
。

先

生

は
創
立

者

の
学

院
長

で
あ

っ
た
。

先

生

の
案
内

で
、
学

院

内

の
L

L
教

室

、

パ

ソ

コ
ン
教
室

を

見
学

し
、

初

級

、
中

級

、
上
級

ク

ラ

ス
の
授
業

を
参
観

し
た
後

、
広

い
院

長
室

で
お

話

を
伺

っ
た

。

「
天

立
外

国

語

学
院

は
黒

龍

江
省

最
大

の
日
本

語
専

門

学
校

で
、

一
二

〇

〇

名

を
超

え

る
学
生

を
預

か

っ
て

い
ま

す
。
多

い
と
き

は

二
〇
〇

〇
名

も

い
ま

し
た

。
学

生

の
半

数

は
遠

く
湖
南

、
広
東

省

な
ど

か
ら

学
び

に
来

た
、

南
方

の
高

校

の
卒

業

生

で
す
。

地
元

の
中
学

の
卒

業
生

も

い
ま
す
。

入
学

生

の
志
望

動

機

は
就

職

で
す
。

北
京

、
青
島

、

上
海
、

広

州
な

ど

の

ホ

テ

ル
、

旅

行
社

、

日
系

企
業

に
就

職

で
き
ま

す
か

ら
希
望

者

が
多

い
で

す
」

大
柄

で
気

さ

く

な

学
院

長

は

日
本

語

の
と

て
も

達

者

な

か

た

で
あ

っ

た
。

そ

の
遠

因
は
先

生

が
学

ば

れ
た

小
学
校

に
あ

っ
た
。

「先

生

、
昔

の
学

校

の

こ
と
を

教

え

て
く

だ
さ

い
」

と

お
尋

ね
す

る
と
、

　　
　

ムァ
　

「私
は
満
州
国
時
代
の
牡
丹
江
省
穆
稜
県
興
源
鎮
国
民
優
級
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
牡
丹
江
か
ら
鶏
西
ま
で
鉄
道
が
あ
り
ま
す
が
、
穆
稜
は
牡
丹

江
の
近
く
で
す
。
当
時
の
授
業
は
す
べ
て
日
本
語
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
通
信
簿

(通
知
表
)
を
貰
っ
た
か
ど
う
か
、
朝
鮮
人
の
先
生
が
い
た

か
ど
う
か
、
そ
の
時
代
の
学
校
の
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
」

ム
　
　

「穆
稜
に
は
日
本
人
の
尋
常
高
等
小
学
校
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま

す
。
そ
の
小
学
校
が
私
の
国
民
優
級
学
校
の
前
身
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
」

ム
　
　

「ま
た
、
牡
丹
江
に
は
日
本
人
の
中
学
校
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
の
資
料
は
当
地
に
は
見
当
た
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
役
に
立
て
な
く

て
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
」

と
お
答
え
に
な

っ
た
。

満
州
国
の
終
焉
に
よ
り
、
先
生
が
中
学
以
降
に
受
け
た
学
校
教
育
は
そ

れ
ま
で
の
日
本
に
倣

っ
た
制
度
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
先
生
は
そ
の
後
鶏
西

市
技
工
大
学
の
教
職
に
就
か
れ
た
が
、
な
お
も
日
本
に
関
心
を
抱
き
続
け

て
お
ら
れ
た
。

一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
後
、
先
生
は
独
学
で
日
本
語
を
再
学
習

さ
れ
た
。
文
化
大
革
命

(
一
九
六
六
-
一
九
七
六
)
中
の
空
白
が
あ
っ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
は
毎
日
数
時
間
の
学
習
を

重
ね
ら
れ
、
独
自
の
日
本
語
学
習
法

「短
期
会
話
修
得
法
」
を
開
発
さ
れ

334



た
。
そ
の
方
法
は
若
い
学
生
に
効
果
的
な
学
習
法
で
、
い
ま
も
学
院
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
改
革
開
放
政
策
は
ロ
シ
ア
と
の
国
境
に
近

い
石
炭
の
町
鶏
西
に
も
及
び
、
市
当
局
の
強
い
要
請
に
応
え
て
、
本
格
的

に
日
本
語
教
育
に
着
手
さ
れ
た
の
は
五
〇
歳

の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
大
学
教
授
の
職
を
辞
し
て
、
民
間
最
初
の
天
立
日
本
語
選
科
学
校
を

設
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
二
十
数
年
間
に
わ
た
っ
て
鶏
西
の
日
本
語
教
育
界

と
私
立
学
校
教
育
界
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
九
月
の
訪
問
で
は
、
学
院
を
大
学
に
昇
格
す
る
構
想
を
伺

い
、
二
〇
〇
八
年

一
二
月
の
電
話
で
は
、
学
院
の
経
営
を
ご
長
男
に
委
ね

ら
れ
、
月
に

一
、
二
日
ほ
ど
出
か
け
て
い
る
と
お
聞
き
し
た
。
先
生
は
大

学
昇
格
の
夢
を
ご
長
男
に
託
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

鶏
西
で
は
天
立
日
本
語
専
科
学
校

の
成
功
を
受
け
て
次
々
と
新
し
い
日

本
語
学
校
が
誕
生
し
た
。
現
在
、
鶏
西
に
は
、
天
立
外
国
語
学
院
の
ほ

か
、
鶏
西
大
学
星
州
日
本
語
学
校
、
誠
実
日
本
語
学
校
な
ど

一
六
校
の
日

本
語
学
校
が
あ
る
が
、
す
べ
て
私
立
学
校
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
学
校
の
日
本

語
教
師
は
ほ
と
ん
ど
金
天

一
先
生
の
下
で
学
ば
れ
た
人
で
あ
る
と
い
う
。

毎
年

一
万
数
千
人
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
鶏
西
の
日
本
語
学
校
は
地
域

の
経
済
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
日
本
語
教
育
関
連
事
業

は

一
大
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
国
民
優
級
学
校
で
学
ば
れ
た
金
天

一
先
生
の
大
き
な
業
績
の
一
つ
で
あ
る
。

高
永

一
先
生

初
対
面

の
と
き
(
二
〇
〇

一
年
)
七
七
歳

X
1
0
0

1
年

一
二
月
、
朴

京
玉

さ

ん
と
延

辺
大

学
教

員
住

宅

に
高
永

一

教

授

を
訪

ね
た

。

高
永

一
著

『
中
国
朝

鮮
族

歴
史

研
究

参
考

資
料

匿
編

』
第

二
輯

(文

史

資

料

選

)
第

一
分
冊

(上

)

(白

山

大

学
叢

書

、

一
九

九

三
年

七

月

)
を

譲

っ
て

い
た
だ

く
た

め

で
あ

っ
た
。

す

で

に

一
二
年
前

に
退
職

さ

れ

て

い
た

元
延

辺
大

学
歴
史

学
講

座

長

は

初

対
面

の
私
た

ち

を
快

く
迎

え

て
く

だ
さ

り
、
幸

い
に

も
書

斎

に
残

っ
て

い
た

同
書

を
譲

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

が

で
き
た
。

そ

の
う
え

『
延
辺
朝

鮮

族

自

治
州
教

育

志

一
七

一
五

ー

一
九

八
八

』
ま

で
拝

借

し

て
し
ま

っ
た
。

高
永

一
先

生

(
一
九

二
四
年
生

、
朝

鮮
平

安
北

道

出
身

)

は
満
州

国
時

ム
の
　

ハロ

　

代
の
吉
林
市
に
あ
っ
た
師
道
大
学

(歴
史
地
理

一
九
四
五
年
疑
業
)
で
学

ば
れ
た
日
本
語
の
と
て
も
堪
能
な
か
た
で
あ
っ
た
。
中
国
朝
鮮
族
最
初
の

ムに
　

高
等
教
育
機
関
、
延
辺
大
学
の
初
代
校
長
朱
徳
海
の
招
請
に
よ
り
、

一
九

五

一
年
歴
史
学
部
の
教
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
、

一
九
八
九
年

一
〇
月
ま
で

そ
の
職
に
あ
っ
た
人
で
あ
る
。

ムロ
　

ご

長
男

は
北

京

に
、
ご

次
男

は
徳

王

の
孫
娘

と
結

婚

し

て
カ
ナ
ダ

に
居

住

さ

れ

て

い
る
。

初

め

て
訪

問

し

た
と
き

、

「徳

王

の
研
究

を

な

さ
る
な

ら
ご
紹

介

し
ま

す

よ
」

と
あ

り

が
た

い
お
言
葉

を

い
た

だ
き

な

が
ら
、

私

は
、

「
延

辺

朝

鮮

族

の
教

育

史

に
関

心

が

あ

る

の

で
、

そ

れ

に
関

す

る
書

籍

、

研
究
資

料

を
紹

介

し
て
く

だ
さ

い
」
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と
答

え

て
し
ま

っ
た
。

い
ま
思

え
ば

、
遠

慮

な
く
ご

厚
意

に
甘

え

て
お
け

ば

よ
か

っ
た
と
後
悔

し

て

い
る
。

そ

の
後

、

二
〇

〇

二
年

か
ら

二
〇

〇
五

年

ま

で
毎

年

お
訪

ね

し
、
金

日

成

の
パ

ル
チ
ザ

ン
、
琿
春

守

備

隊

(朝
鮮

人
部

隊
)

の
出
撃

、
延

辺

の
遺

跡
、

師
道

大
学

入
学
試

験

の
口
頭
試

問

の
様

子
や

日
本
人
教

師

の
朝
鮮

人

学
生

に
対

す

る
扱

い
、

文
化

大

革
命

時

の
被
害

、

カ
ナ
ダ

の
ト

ロ
ン
ト
大

学
訪

問

な
ど
、
貴
重

な

お
話

や

体
験

談

を

お
聞
き

し
た
。

師

道
大

学

の
口
頭

試

問

で

は
、
次

の
よ
う

な
問
答

が
あ

っ
た

そ
う

で
あ

る
。

高
先

生

の
日
本

名

は
高

村

で
あ

っ
た
。

「お

い
、
高

村

(タ

カ

ム

ラ
)
、
英

国

か

ら

の
独
立

を
指
導

す

る
イ

ン
ド

の
チ

ャ

ン
ド
ラ

・
ボ

ー

ス
を

ど
う

思
う

か
」

「は

い
、
立
派

な
指
導

者

で
す
。

独
立

は
当

然

で
す
」

「
う

ん
、

そ
う

か
。

そ

の
通

り

だ
。

で
は
、
朝

鮮

や
満

州

の
独

立

に

つ

い
て
は

ど
う
考

え

て

い
る
か

」

「
は

い
、
…
…

」

当

時

の
先

生

の
お
答

え

は
言
う

ま

で
も

な

い
。
合

格

さ
れ
た

の
で
あ

る

か

ら
。

師

道
大
学

に

は
、
歴

史

地

理
班

の
ほ
か
、

教
育

、
国
語

、
数

学
、
物

理

化
学

班

が
あ

っ
た
。

あ

る
と

き
、

先
生

の
出

席

さ
れ
た
地

理

の
授

業

で
若

い
日
本

人
教

師
か

ら
、

「何

か
質
問

は

な

い
か

。

何

で
も

い
い
か

ら
、
あ

れ
ば

遠
慮

な

く

言

い

な

さ

い
」

と
言

わ
れ

て
、
真
面

目

な
朝

鮮
人

学

生

が
手

を
挙
げ

て
些
細

な

質
問

を

し

た
そ

う

で
あ

る
。
授

業

後

、

そ

の
学

生

は
教

官
室

に
呼
ば

れ
、

「生
意

気

だ
」

と

叱

ら
れ

て
、
顔

に

ア
ザ
が

で
き

る
ほ
ど

殴
ら

れ

た
そ
う

で
あ

る
。

六
〇

年
前

の

こ
の
事
件

は
先
生

に
も

よ
ほ

ど
強

い
印

象

に
残

る
出
来
事

で
あ

っ

た

の
で
あ

ろ
う
。

大
学

の
歴
史

、
社

会

な
ど

を
教

え

た
文
科

系

の
先

生

は
と

て
も
威

張

っ

て

い
た

が
、

数
学

、
物

理
な

ど
理

科
系

の
先

生

は
朝
鮮

人

学
生

に
も
優

し

か

っ
た

そ

う

で
あ

る
。

伺

っ
た

お
話

の
中

で
、

特

に
残

念

に
思

う

こ
と

は
、

文
化

大
革

命

時

に
、

そ
れ

ま

で
に
集

め

ら
れ

た
貴

重

な
研
究

資

料
や
著

書

を
す

べ
て
焼
却

さ
れ

た

こ
と

で
あ

る
。

日
本

語

で
書

か
れ
た
書

籍

・
手

紙

な
ど

が
発

見
さ

れ
れ
ぼ

「特

務

」
と

見

な

さ

れ
、

命

が
危

険

に
晒

さ

れ

た

当
時

の
話

を

お
聞

き

し

た

と

き

に

は
、

そ

の
無
念

さ

を
察

す

る
に

お
慰

め
す

る
言
葉

も

な
か

っ
た
。

高

先

生

は

一
九

八
五
年

九

月

に
カ

ナ
ダ

の
ト

ロ
ン
ト
大
学

東
洋

学
部

と

提
携

を

結
ば

れ
、

一
〇
月

に
同
校

を
訪

問

さ
れ

た
。

こ

の
提

携

は
中

国
最

初

の
外

国

の
大
学

と

の
提

携

で
あ

っ
た

。

二
〇

〇
八
年

九
月

、
愛

知
大

学
教

授

三
好

章
先

生

と
お
訪

ね

し
た

と
き

に
も
八

四
歳

の
先
生

は

と

て
も
お

元
気

で
あ

っ
た
。
近

々
、

延
辺

大
学

の

図

書

館

に

「高

永

一
文

庫

」

が

創

設

さ

れ

る

こ
と

に
な

り
、

ご

自

宅

に

あ

っ
た
書

籍

、
資
料

の
ほ
と

ん
ど

を
大

学

へ
寄
贈

な

さ
れ

た
と

い
う

。
拝

見

し

た

の
は
ト

ロ
ン
ト
大

学

を

訪

問

さ

れ

た
と

き

の
記
念

写

真

だ
け

で

あ

っ
た
。

二
〇

〇
七
年

に
著
書

を

二
冊

発
刊

さ

れ
た

と
伺

い
、
先

生

の
衰

え

ぬ
研

究
意

欲

に
身

が
引
き
締

ま

る
思

い
が
し

た
。
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張
承
換
先
生

初
対
面
の
と
き

(二
0
0

I
年
)
七
〇
歳

図
椚

で
張

承

換

先
生

(
一
九
三

一
年

生

)
と
初

め

て
お
会

い
し
た

の
は

X
10
0

1
年

一
二
月

で
あ

っ
た
。

以
後

、
幾

度

も

お
会

い
し

て

い
る
。
先

生

は

日
本

の
軍

歌

が
得

意
な

か
た

で
あ

る
。

会
食

の
と
き

に

お
酒
が

入

る

と

、
決

ま

っ
て
日

本

の
軍
歌

を
歌

わ
れ

る
。

「
日
本

の
軍

歌

は

い
い

で
す
ね
。

歌
詞

が

い

い
で
す

よ
。

心

に
響

き
ま

す
」
と
昔

を
懐

か

し

む

か

の
よ
う

に
、

「
同
期

の
桜

」

や

「戦
友

」

を

歌

わ

れ

た

の
が
印

象

に
残

っ
て

い
る
。

先

生

は
満
州

事

変

の
起

っ
た
年

に
延

辺

の
龍
井

村

で
生

ま

れ
、
満

州
国

の
と

き
、

街

と
改

め

ら
れ

た
龍
井

街

で
小
学

生

の
と

き
か

ら
苦

学

し

て
日

本

が
改
編

し

た
学

校

で
教
育

を
受

け

ら
れ

た
人

で
あ

る
。

龍

井
街

弘
中

国

民

優
級
学

校

を
卒

業

さ

れ
た
先

生

は
、

一
九

四

三
年

の

ムれ
　

一
二
月
末

、
間

島

省

立
龍
井

第

三
国

民
高

等

学
校

(
四
年
制

の
中

学
校

、

工
業

科
)

土
木

科

に
進
学

さ
れ
、

二
年

生

の
と

き

に
終

戦

(
一
九

四
五
年

八
月

)

を
迎

え

ら
れ

た
。

二
〇
〇

二
年

七

月

に

い
た
だ

い
た

「自

叙

伝
」

か

ら
、
先

生

が
送

ら
れ

た
時

代

の

一
端

を
知

る

こ
と
が

で
き

る
。
先

生

の
お
許

し

を
得

て
そ

の

一

部

を
紹
介

し
た

い
と

思

う
。

自
叙
伝

私
の
父
親
は
朝
鮮
威
鏡
北
道
清
津
市
富
寧
郡
三
海
面
で
、
漁
師
を
し
な

が

ら
魚

を
売

っ
て
粟

米

を

買

い
、

家

族
六

人

の
生

活

を

維
持

し

ま

し

た
。次

男

で
あ

っ
た

父
親

は
愛

国
心

が
深

く
、

義
士

た
ち

と

一
緒

に
祖

国

の
独

立

を
目
指

し

て

日
本

の
政
策

に
抵
抗

し

て
い
ま

し
た
。

ロ
シ

ア

の

十

月
革
命

が
成

功

す

る
と
、

そ

の
影
響

を
受

け
、

一
九

一
九

年
、

つ
い

に
清

津

の

「
三

・
一
集

会
」

に
参

加

し

て
朝
鮮

独

立
万

歳

を
唱

え
ま

し

た
。そ

の
後

、
政

府

は
独

立
万

歳

を
唱

え
た
義

士

と
友

人

達

を

一
人

ひ
と

り
逮

捕

し

て
、

ソ
ウ

ル

の
西
大
門

監
獄

に
投

獄

し
ま

し
た
。

そ

の
夜

、

父
親

と

二
〇

人

の
友
人

は
小

船

に
乗

っ
て

ロ
シ
ア

の
ウ

ラ
ジ
オ

ス
ト

ッ

ク

へ
逃

亡

し
、
五

年
間

労
務

者

と
し

て
生
活

し

ま
し

た
。

し
か

し
、

故
郷

と
両

親

が
恋

し
く

て
た

ま
り

ま
せ

ん

で
し
た
。

そ

し

て

一
九

二

四
年
秋

の
あ

る
日
、

一
〇

人

の
友

人

と
小
船

に
乗

っ
て
故

郷

に
帰

り

ま

し
た
。
息

子
を

見
た
両

親

は
、

「政
府

は
き

び

し

い
厳

令

を
下

し
全

員

を
逮

捕

す

る

か
ら
、

す

ぐ

に

こ

こ
を
離

れ

て
中

国

へ
行

く

よ
う

に
」

と
促

し
ま

し
た
。

そ

う

し

て

一
〇
人

の
友
人

と

共

に
豆
満

江
を
渡

っ
て

　
お
　

ハめ
　

ハ
ロ
　

北

間
島

の
龍
井

村

に
来

ま
し

た
。

"
バ
カ
ジ

"

の
ほ

か
何

も
持

た

ず

妻

と

一
緒

に
涙

の
生

活

を
送

り
ま

し
た

。

一
九

三

一
年

一
月

、

こ
ん
な

環
境

の
中

、
私

は
草

原

の
農
家

に
生

ま

れ
ま

し
た
。

母

は
毎

日

ゴ

ミ
箱

で
い
ろ

い
ろ
な

物

を
拾

い
、

父

は
日
本

人

の
商

会

で
雑
役

夫

と

し

て
朝

か

ら
晩

ま

で
勤

め

ま

し
た
。

一
九

三

八
年

(満

七
歳

)

二
月
、

私

は
龍
井

街

弘
中

国
民
優

級
学

校

に
入
学

し

ま

し
た
。

そ

の
学
校

は
間

島
省

で
最

も

よ
く
名

前

が
知

ら
れ

満州国の学校で学んだ人々337



た

学
校

で
す
。
両

親

の
喜

び

は

こ
の
上

な

い
光
栄

だ

っ
た

と
言

っ
て
も

過

言

で

は
な

い
で
し

ょ
う
。
私

は
五

年

生

の
と
き

か

ら
新
聞

配
達

を
し

て
両
親

を
助

け

、
授
業
料

を
調

達

し
、
熱

心

に
勉

強

し

て
六

年
生

の
と

き

は
優

等
生

の
成
績

を
修

め

て
卒
業

し

ま
し

た
。

一
九

四
三
年

一
二
月
、

私

は
龍
井

第

三
国

民
高

等
学
校

の
入
学
試

験

を
受

験

し
立

派
な
成

績

で
合
格

し

ま
し

た
。

で
も

、
貧

乏
な

私

の
家

で

は
学

費

を
納

め

る

こ
と

が

で
き

な

く

て
、

そ

の
ま

ま

で
は
学
校

へ
通

う

こ
と

が

で
き

ま

せ
ん

で
し
た
。

両
親

の
心
痛

は
言

う
ま

で
も

な
く
、

村

の
人

た

ち

み
な
が
承

換

は
よ

い
学
生

だ

か
ら
中

学

へ
送

ら
な

け
れ
ば

な

り

ま

せ
ん
と
励

ま

し

て
く
れ
ま

し

た
。

困

難

に
直
面

し

て

い
た
ち

ょ
う

ど
そ

の
と

き
、

ロ
シ

ア
か

ら
帰
国

し

た
父

親

の
親
友

が
助

け

て
く

だ
さ

っ
て
、

入
学

費

と
授
業

料

を
学
校

に

納

め
、
勉

強

す

る
こ
と

が

で
き
ま

し
た
。

私

は
あ
ま

り

の
嬉

し

さ

に
、

逆
立

ち

を
し

な
が

ら
大
声

で
泣

き
ま

し

た
。一
九

四
三
年

(
一
二
歳

)

一
二
月

末
、

憧

れ

の
国
民
高

等
学
校

に
入

学

し

ま

し
た
。

こ
の
高

等

学
校

は

工
業
学

校

で
土
木

と
建

築

の
二
学
科

が
あ

り

ま
し
た
。

私

は
詰

め
襟

の
制

服

を
着

て
、

1

の
襟

章

と
土
木

の

バ

ッ
ジ

を
着

け
、

丸
帽

子

に
は
白
線

の
三
線

を

つ
け
ま

し
た
。

三
本

の

細

い
白

帯

は
第

三
国

民
高

等
学

校

の
意
味

で
す

。
学

生

た
ち

は
み
な
革

靴

を
履

き

ま
し

た
が

、
私

だ

け
は
運

動
靴

で
し
た
。

一
九

四
五

年

(
一
四
歳
)
、

二
年

生

に
な

っ
た
私

は
、

お
と
な

し

く

少

し
顔

つ
き
が

よ
か

っ
た

の
で
、

町

の
人

々

に
愛

さ
れ
ま

し
た
。

当
時

は
戦

争

時
代

の
非

常

時

で
、
庶

民

は
毎

日
防
空

訓
練

を

し
、
窓

ガ
ラ

ス

に

は
紙

を

「米

」

の
字

に
張
り

、
婦

人

は

モ

ン
ペ
姿

で
、

毎

日
忙

し

い

日

々
を
送

り

ま
し

た
。

日
本

帝

国

は
国

民

に

「
一
粒

の
米

で
も

節
約

せ

よ
」

と
呼

び

か

け
な

が
ら
、

適
齢

期

の
青
年

を

戦
場

に
送

り
ま

し
た
。

当

時
、

満

二
〇
歳

の

青

年

は

一
期

壮

丁

で
、

二
期

、

三
期

ま

で
軍
事
訓

練

を
行

っ
て

い
ま
し

た

。学
校

の
授

業

は
午
前

中

で
終

わ
り
、

午
後

は
軍

事
訓

練

と
勤

労
奉
仕

に
あ

て
ら

れ
ま

し
た
。

一
九

四
五

年

八
月

に
広
島

と
長

崎

に
原

子
爆
弾

が
落

と

さ
れ

、
遂

に

日
本

帝

国

は
降
伏

し

ま
し
た

。

一
九

四
六

年

(
一
五
歳

)
、
朝

鮮

文
字

の
わ
か

ら
な

い
私

は
、
中

学

校

へ
編

入
学

し

て
朝
鮮

語
を

習

い
ま
し

た
。

一
九

四
八

年

(
一
七

歳

)
、
中

学

を

卒
業

し
、

同

年

一
二
月

に
老

頭

溝

天
宝

山
小

学
校

の
教
師

に
な
り

ま
し

た
。

一
九
五

四
年

(
二
一二
歳

)

五
月
、

延
辺

ゴ

ム
工
場

の
求

め
に
従

っ
て

老
頭

溝

か
ら

図
椚

へ
転
勤

し

ま
し

た
。

ゴ

ム
工
場

で

は
、

業
務

員

、
技

術
員

、
職

場

主
任

な
ど

の
職

を
務

め
ま

し
た
。

一
九
六

六
年

(
三
五
歳

)

か
ら

「文

化

大
革

命
」

(～

一
九

七
六

)

一
九

七

二
年

(
四

一
歳
)
、

日
中

国
交

回
復

後

、

図
椚

で
最
初

の
日

本
語

教
師

に
な
り

ま
し

た
。

そ

の
当
時

は
第

二

の

「文

化

大
革

命
」

が

来

た

ら
ど

う

す

る
か
と

て
も
怖

か

っ
た

で
す
。
何

故

な
ら

「文

化
大

革

命

」

の
と

き
、

「日
本

の
特
務

」

と

レ

ッ
テ

ル
を

貼

ら

れ
、

三

か
月

間

反
動
派

た

ち

の
圧
力

の
下

で
苦

し

み
ま
し

た
か

ら
。

そ

の
後

、
私

は
翻

訳

に
熱

中

し
、
中

国
語

を

日
本
語

に
、

日
本
語

を
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朝
鮮

語

に
訳

し
ま

し

た
。

ま
た

、
小

説
も
五

編
執

筆

し

て
延

辺
雑
誌

に

掲

載
し
、

新
聞

に
も
投

稿

し
ま

し
た

。

努
力

の
積

み
重

ね

は
立

派
な

花

を
咲

か

せ
ま

し
た
。

一
九
七

四
年

(
四

三
歳

)

一
〇

月

二
日
、

私

は

「全

国
教
育

翻

訳
工

作

会
議
」

の
代

表

と

し

て
北
京

へ
行

き
、

二
か
月

の
会
議

に
参

加

し
ま

し
た
。
一
九

七

四
年

一
二
月

一
八

日

、

「党

委

員
会

政
治

局

」

の
周

恩
来

、

郡
小
平

、
葉
剣

英

、
李

先

念

な

ど
指
導

者
た

ち

の
接
見

を
受

け
、

人
民

大
会
堂

で

一
緒

に
写
真

を
撮

り

ま
し

た
。

こ
れ

は
永
遠

に
忘

れ

ら
れ
な

い

一
生

の
光

栄

で
す
。

今

も

三
〇

年
前

に
撮

っ
た
古

い
写
真

を
見

な

が

ら
過
ぎ

去

っ
た
昔

を
懐

か
し

み

ま
す
。

　お
　

一
九
七

九

年

(
四
八

歳

)
、

中

国

で

「
四

つ
の
現
代
化

」

が
実
施

さ

れ

る
と

、
図

椚
市

党
委

員

会

は
私

を
教

育
科

に
出
向

さ
せ
、

外
国

語
を

教

え
る
よ

う
に
要

請

し

ま
し

た
。

教
育

科

で
は
図

個
市
技

術

科
学
館

の

科
学
館

員

た
ち

に
日
本

語

を
教

え

ま

し
た
。

で
も

、

三
五
年

ぶ

り
に
再

開

さ
れ
た

日
本

語

教
育

を

し
よ
う

と

し

て
も

、
図

椚

に
は
専

門

の
書

籍

が

な
か

っ
た

の
で
す

。
私

の
中

学

時
代

の
立

派
な
参

考
書

は
文
化

大
革

命

の
と
き
全

部
燃

や

し

て

し
ま

っ
て

一
冊
も

あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。
私

は
日
中

友
好

新
聞

に
手
紙

を

出

し

て
、

「国
語
辞

典
、

広
辞

林

な

ど
を
送

っ
て
く

だ
さ

い
」

と

お
願

い
し
ま

し
た

。

そ

の
新
聞

を

ご
覧

に
な

っ
た
東
京

都

の
山

田
先

生

と
富
山
市

の
桃
井

弘

一
先

生

が
辞
書

を
送

っ
て
く

だ
さ

い
ま

し
た
。

当

時
、

そ

の
よ
う
な

辞
書

が
手
元

に
な
か

っ
た

ら
、

日
本

語

を
教

え

る

こ
と

は
容

易

で
は

な
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

一
九
八

五
年

(
五

四
歳

)
、
病

気

で
延

辺

ゴ

ム
工
場

を
退

職

し

ま

し

た
が
、

図
椚

市
技
術

科
学

館

の
招
聰

で

一
九

七
九

年

か
ら

一
九
九

四
年

(六
三
歳

)

ま

で
日
本
語

を
教

え

ま
し

た
。

一
九

九
五

年

(
六

四
歳

)

七
月

、
図

椚
市

日
本

語
養
成

セ

ン
タ
ー

の

招

聰

を
受

け
、
再
び

日
本

語
講

師

に
な

り

ま
し

た
。

時

の
流

れ
は
速

い
で
す
。

私
も

す

で

に
七

一
歳

に
な
り

ま
し

た
。

で

も
、
若

者

の
た

め
に
、
朝

鮮

族

の
た

め

に
、
私

は
弱

い
体

を
克

服
し

て

熱

心

に
教

え

て
い
ま
す

。
今

後

と
も
力

の
限
り

図
椚

の
振

興
と
学

校

の

繁

栄

の
た

め
に
努

力

し
よ

う
と
思

い
ま
す

。

二
〇
〇
二
年
七
月
二
二
日

夜
九
時張

承
換

私
は
こ
の
日
本
語
で
書
か
れ
た
手
記
を
拝
読
し
て
感
動
し
た
。
特
に
、

満
州
国
末
期
の
間
島
省
に
あ
っ
て
、
省
内
随

一
の
小
学
校
、
龍
井
街
弘
中

国
民
優
級
学
校

へ
入
学
さ
れ
、
憧
れ
の
龍
井
第
三
国
民
高
等
学
校
に
学
ば

れ
て
も
日
本
の
敗
戦
の
た
め
に
卒
業
で
き
ず
、
改
め
て
朝
鮮
文
字
を
習
得

さ
れ
た
先
生
の
青
少
年
時
代
の
こ
体
験
談
に
目
が
潤
ん
だ
。
今
年

(二
〇

〇
九
年
)
七
八
歳
に
な
ら
れ
た
張
先
生
は
数
年
前
に
お
仕
事
か
ら
離
れ
ら

れ
、
悠
々
自
適
の
毎
日
を
お
過
ご
し
で
あ
る
。
心
よ
り
ご
健
康
を
願

っ
て

い
る
。

*

*

*
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私
は
二
〇
〇
八
年
九
月
よ
り
、
華
南
理
工
大
学
の
外
国
人
教
師
と
し
て

広
東
省
広
州
市
に
滞
在
し
て
い
る
。
中
国
で
初
め
て
訪
れ
た
と
こ
ろ
が
広

州
で
あ
り
、
そ
の
と
き
親
し
く
な
っ
た
の
が
延
辺
朝
鮮
族
の
中
山
大
学
学

生
で
あ
っ
た
。
今
回
、
吉
林
朝
鮮
族
の
副
教
授
の
お
世
話
で
二
五
年
ぶ
り

に
広
州
に
来
て
い
る
。
真
に
不
思
議
な
縁
で
あ
る
。

勤
務
先

の
華
南
理
工
大
学
広
州
汽
車
学
院
は
二
〇
〇
六
年
九
月
に
創
設

さ
れ
た
工
学
を
主
軸
と
し
た
私
立
大
学
で
あ
り
、
現
在
、
約
六
千
人
の
学

生
が
学
ん
で
い
る
。
創
立
三
年
目
の
二
〇
〇
八
年
九
月
、
外
国
語
学
部
に

日
本
語
学
科
が
増
設
さ
れ
、
募
集
人
員
の
二
・五
倍
に
あ
た
る
第

一
期
生

九
六
人
の
学
生
が
入
学
し
た
。
第
三
期
生
六
〇
人
の
英
語
学
科
を
凌
ぐ
人

気
で
あ
る
。

私
が
専
任
の
日
本
語
教
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
、
華
南
理
工
大
学
外

国
語
学
院

で
日
本
語
を
教
え
て
お
ら
れ
る
金
華
副
教
授
か
ら
の
推
挙
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
吉
林
市
出
身
の
金
先
生
は
聡
明
な
女
性
で
、
愛
知

学
院
大
学

で
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
、
三
年
前
に
帰
国
さ
れ
て
い
た
。

日
本
語
学
科
の
新
設
に
伴

い
、
専
任
の
日
本
人
教
師
に
私
を
推
薦
さ
れ
た

の
が
二
〇
〇
八
年
の
春
で
あ
っ
た
。

広
州
汽
車
学
院
で
は
、
日
本
語
学
科
三
ク
ラ
ス
の
会
話
と
聴
解
の
授
業

を
担
当
し
て
い
る
が
、
日
本
語
だ
け
で
進
め
て
い
る
。
そ
れ
で
も
私
の
学

生
は
ほ
と
ん
ど
休
ま
な
い
し
、
授
業
に
関
係
の
な
い
私
語
も
全
く
な
い
。

一
生
懸
命

に
学
ぶ
姿
に
充
実
感
を
覚
え
て
い
る
。

し
か
し
、
汽
車
学
院

の
授
業
も
担
当
さ
れ
て
お
ら
れ
る
金
先
生
の
お
話

に
よ
る
と
、
上
級
生
の
教
養
科
目
、
大
学
日
本
語
の
授
業
で
は
私
語
が
多

い
ク
ラ
ス
も
あ
る
し
、
真
面
目
に
勉
強
す
る
学
生
の
少
な
い
ク
ラ
ス
も
あ

り
、

時

に
は
教

え

る
気
力

が
萎

え

る

こ
と

も
あ

る
そ

う

で
あ

る
。

ま

た
、
外

国

語
学

院

日
本
語

学

科

の
学
生

は
入
学

し
た
華

南

理
工
大

学

が
国

立
大

学

の
名

門

校

と

い
う

こ
と

も
あ

っ
て
、

自
尊

心

の
強

い
わ

が
ま

ま
な

学
生

が
目

に
付

く

と
聞

く
。
自

分

の
努

力
不

足

を
棚

に
上
げ

、
成

績

が
良

く
な

い
の
は
先

生

の
教

え
方

が
悪

い
、

厳

し

い
先

生

の
授
業

に

は
出

た
く

な

い
な
ど

と
勝

手

な
理
屈

を

つ
け

て
勉

強
を

し

な

い
学

生

や
、
保

護

者

の
過

度

な
要
求

に
驚

く

と

も
指
摘

さ
れ

て

い
る
。
担

任
を

さ

れ

て

い
る

女
学
生

同
士

の
些

細

な
喧

嘩

に
も

母
親

の
干
渉

が
あ
り

、
夜

中

に
掛

か
る

長
時
間

の
電

話

に
悩

ま

さ
れ

る
先

生

の
お
話

な
ど

は
、
中

国

に
限

っ
た

話

で

は
な

い
。

す

で

に
日
本

で
も
経

験
済

み

の

こ
と

で
あ

る
。

ご
紹

介

し
た
金

天

一
先

生
、

高
永

一
先

生

、
張

承
換
先

生

の
満
州

国

時

代

は
、

国

民
高
等

学
校

生

(中

学
生

)

は

エ
リ
ー

ト

で
あ

っ
た
。
大

学

全

入
時
代

に
向

か

う
中

国

の
大
学

を

三
人

の
先
生

が

た

は
ど

の
よ
う

に
見

て

お

ら
れ

る

の

で
あ

ろ

う
か

。
機

会

が

あ

れ
ば

伺

っ
て

み
た

い
も

の

で
あ

る
。注〈

1
>

図
椚
市
教
育
委
員
会
認
定

「図
椚
市
愛
延
日
本
語
学
校
」
校
長
。

〈
2
>

昭
和
八
年
六
月

一
五
日
起
工

の
図
椚
と
帝
北

(旧
称
牡
丹
江
)

を

つ

な
ぐ
全
長

二
六
五
キ

ロ
の
図
南
線
並
び

に
庸
北
市

よ
り
林

口
勃
利

を
経
由

し
、
松

花
江
岸
桂
木

斯
に
至
る
帝
佳
線

か
ら
な
る
。
『
満
州
日
報
』

一
九

三
四
年

(昭
和
九
年
)

=

月
三
〇
日
。

〈3
>

一
九
三
八
年

(康
徳
五
年
、
昭
和

=
二
年

)

一
月

一
日
よ
り
学
校
令

お
よ
び
学
校
規
定

が
施
行
さ
れ
た
。
学
校
令
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
新
学

校
体
系

は
初
等
教
育

と
し
て
国
民
学
校

四
年
、
国
民
優
級
学
校

二
年
と
し
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た
。

〈
4
>

「延
辺
」、

こ
の
呼
称

は
清
末

の
官
庁
文
献

に
出
現
し
始

め
た
呼
称

で

も
あ

る
。
当
時
中
国
東
北

に
は

「延
辺
」
、

「東
辺
」
、

「倫
辺
」
と
呼
ば

れ

る
三
辺
が
あ
り
、
延
辺
は
延
吉
境
内
を
指
し
、
東
辺

は
今

の
遼
寧
省
鴨
緑

江
通
化

な
ど

の
地
を
、
倫
辺

は
黒
龍
江
省
呼
倫

貝
ホ
辺
彊
を
指

し
て
い

た
。
高
永

一
編

「
一
、
解
放
前

延
辺
学
校
教
育
概
況
史
料

2
.
朝
鮮
族

教
育
史
序
幕
」
(
『中
国
朝
鮮
族

歴
史
研
究
参
考
資
料
麗
編
』
第

二
輯

(文

史
資
料

選
)
第

一
分
冊

(下
)
、
白
山
大
学
叢
書
、

一
九
九
三
年
、
四
五

九
頁
。

〈
5
>

日
本
語
教
育

を
主
と
し
た
全

日
制

の
外
国
語
学
院
。
前
身

は

一
九
八

四
年
設
立

の
鶏
西
市
天
立
日
本

語
選
科
学
校
。
二
〇
〇
三
年

五
月

に
鶏
西

市

天
立
外
国
語
学
院
と
な
る
。

二
〇
〇
八
年
五
月
現
在

の
学
生
数

は
約
二

千
人
。
卒
業
生
は
約

二
万
人
。

〈
6
>

一
九

三
七
年

(康
徳
四
年

、
昭
和

一
二
年
)
七
月

一
日
施
行
、

一
九

四
三
年

(康
徳

一
〇
年
、
昭
和

一
八
年
)

一
〇
月
、
間
島
省
と
東
安
省
と

共

に
東

満
総
省
と
な
る
。

〈
7
>

六
年
制

の
小
学
校
。
当
時

の
小
学
校
は
国
民
学
校

四
年
、
国
民
優
級

学
校

二
年
。
国
民
学
校

は
単
独

で
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
国
民
優

級
学
校
と

一
貫
し

て
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

一
貫
し

て
設
置

さ
れ
た

学
校

は
国
民
優
級
学
校

と
呼
ば

れ
た
。

〈
8
>

一
九
三
五
年

(昭
和

一
〇
年

)

一
二
月

一
日
開
校

の
穆
稜
日
本
尋
常

高
等
小
学
校
、
牡
丹
江
学
校
組
合
管
轄
学
校
。
邦
人
教
育
機
関
。
昭
和

一

三
年
度

「牡
丹
江
市

の
小
学
校
史

」。

〈
9
>

牡
丹
江
中
学
校
。

一
九
四
〇
年

(昭
和

一
五
年

)
四
月
に
新
設

さ
れ

た
七
校

(新
京
二
中
、
錦
州
中
、
牡
中
、

四
平
高
女

、
間
島
高
女
、
恰
爾

浜

(
ハ
ル
ビ
ン
)
商
業
、
奉
天
女
子
商
業
)

の

一
つ
。

〈
10
>

一
九

四
二
年

に
満
州
国
が
設
置

し
た
国
立
大
学
。
吉
林
師
道
大
学
と

称

す
る
こ
と
も
あ
る
。
満
州
国
唯

一
の
高
等
師
範
学
校
。
前
身
は

一
九
三

四
年
開
校

の
吉
林
高
等
師
範
学
校
、

一
九

三
八
年

「学
校
令
」

に
よ
り
師

道
高
等
学
校
と
改
称
。

〈
H
>

日
本

の
敗
戦
、
満
州
国

の
終
焉

に
よ
り
、
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
な

か

っ
た
。

〈
12
>

一
九
三
四
年
九
月
二
〇
日
、
吉
林
市
に
吉
林
高
等
師
範
学
校
と
し

て

設
置
、
三
八
年
吉
林
師
道
高
等
学
校
と
改
称
、

四
二
年
吉
林
師
道
大
学
と

さ
ら

に
改
称

し
た
。
王
鴻
賓

・
向
南

・
孫
孝
思
主
編

『東
北
教
育
通
史
』

遼
寧
教
育
出
版
社
、

一
九
九

二
年
、
六
〇

二
頁
。

〈
13
>

ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
第
三
〇
代
目

の
子
孫
、
蒙
彊
政
権
主
席
。

〈
14
>

一
九
三
七
年
、
日
本

(朝
鮮
総
督
府
)
は
延
辺

の
す

べ
て
の
公
立
お

よ
び
私
立
中
学
校

を
接
収
し
、

一
九
三
八
年
、
元
来

の
中
学
校
お
よ
び
女

子
中
学
校
を

一
律

に
四
年
制

と
し
、
国
民
高
等
学
校

お
よ
び
女
子
国
民
高

等
学
校
と
改
称
し
た
。
国
民
高
等
学
校
、
女
子
国
民
高
等
学
校
と
も
実
習

時
間
を
多
く
取
り
、
実
業
教
育
を
教
育

の
中
心
と
し
た
。
国
民
高
等
学
校

18

17

11

15

14

13

12

戯

業
學

穫

師
道
科

　女
子
国
民
高
等
学
校

国民優級学校

10

7

国
民
義
塾

20

師

道

学

校

師
道
高
等
学
校

大
一
特

修

科学

国
民
高
等
学
校

国
民
学
舎

校学民国

21

20

17

13

r
.

7

参考 資料 満州国新学制学校 大系図(数 字 は年齢)

出所:『 満州国 史総論 』第一法規出版、1970年 、585頁。
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は
い
ず

れ
も
実
業
学
校

で
図
個
国
民
高
等

学
校
を
除

い
て
す

べ
て
単
科
校

で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
間
島
第

一
国
民
高
等
学
校
は
農
業
学
校

で
あ
り
、

龍
井
第

一
国
民
高
等
学
校
は
商
業
学
校
、
龍
井
第
三
国
民
高
等
学
校

は
工

業
学
校

で
あ

っ
た
。
女
子
国
民
高
等
学
校

は
四
年
制

の
本
科

の
上
級

に

一

年
制

の
師
道
科
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
間
島
女
子
国
民
高
等
学
校

は
本
科

に
師
道
科
を
付
設

し
た
学
校

で
あ

っ
た
。
『
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

教
育
志

一
七

一
五
ー

一
九
八
八
』
八
九
頁
。

〈
15
>

朝
鮮
語

の
語
音

で
は
、
墾
と
間
は
同
音

で
あ
り
、
ま
た
、
土
と
島

は

相
似
し
た
音
な
の
で
、
民
間
で
使
用
さ
れ
始

め
た
と
き
に
は

「墾
土
」
と

「間
島
」
は
区
別
が

つ
か
な
か

っ
た
。
時
が
経

つ
に

つ
れ
て
間
島
と
統

一

さ
れ
て
い

っ
た
。
朝
鮮
農
民
の
大
量

の
移
住
と
居
住
範

囲
の
拡
大
に
伴

っ

て
、
間
島

の
範
囲
も
変
化
す
る
が
、

一
般

に
は
、
延
吉
、
和
龍
、
江
清
、

琿
春
等
を
総
称
し
て
間
島
と
呼
ん

で
い
る
。
豆
満
江
以
北
を
北
間
島
、
鴨

緑
江
以
北
を
西
間
島

と
称
し
、
延
辺

の
光
舞
硲
以
東
を
東
間
島
、
和
龍
硲

以
西
を
西
間
島
と
言
う

こ
と
も
あ

る
。
北
間
島

は
主
に
豆
満
江
以
北

の
延

吉

一
帯
を
指
す
こ
と
が
多

い
。

〈
16
>

現
在

の
龍
井
市

で
あ

る
。
『
龍
井
県
志
』
に
よ
る
と
、
龍
井
が
龍
井

村
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は

一
九
〇
七
年
頃

の
よ
う
で
あ
る
。
龍
井

村
は
大
き
な
朝
鮮
人
集
落

で
あ

っ
た
。
朝
鮮
人
私
立
学
校

の
多
く
は
こ
の

地
で
誕
生
し
た
。
延

辺
最
初

の
私
立
学
校
、
瑞
旬
書
塾

を
廃
止
し
た
日
本

の
韓
国
統
監
府
臨
時

派
出
所
も
そ
の
跡
地
に
間
島
普
通
学
校
を
設
立
し
、

教
育
を
通
し
て
朝
鮮

人
を
日
本

の
陣
営
に
取
り
込
も
う
と
し

て
中
国
と
対

峙

し
た
。

〈
17
>

水
飲
み
に
使

う
縦

に
半
分

に
切

っ
た
瓢
箪
。

〈
18
>

一
九
五
四
年
、

六

四
年
、
七
五
年
、
第

四
期
全
国
人
民
代
表
大
会

で

周
恩
来
首
相

に
よ

っ
て
三
回
に
わ
た

っ
て
提
起
さ
れ
た
。
農
業

・
工
業

・

国
防

・
科
学
技
術

の
四

つ
を
近
代
化

(中
国
語

で
は

「現
代
化
」
)
す

る

こ
と
。
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